
私
の
勤
務
し
て
い
る
馬
頭
森
林
事
務
所

は
、
栃
木
県
北
東
部
の
八
溝
山
系
に
位
置

し
、
那
珂
川
町
及
び
那
須
烏
山
市
に
か
か

る
約
２
８
０
０
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し
て

い
ま
す
。

管
内
の
森
林
は
、
人
工
林
が
90
％
を
占

め
優
良
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
多
く
、
標
高

も
１
０
０
ｍ
～
７
０
０
ｍ
と
低
山
で
あ
り
、

獣
害
等
も
特
に
な
い
こ
と
か
ら
事
業
が
盛

ん
で
、
年
間
を
通
じ
て
植
付
か
ら
伐
採
ま

で
各
種
の
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
同
じ
八
溝
山
系
に
位

置
す
る
須
賀
川
森
林
事
務
所
及
び
伊
王
野

森
林
事
務
所
と
併
せ
約
５
５
０
０
㎥
の
素

材
を
生
産
し
ま
し
た
。

ま
た
、
栃
木
県
・
森
林
組
合
・
製
材
業

者
な
ど
地
域
が
一
体
と
な
り
「
と
ち
ぎ
八

溝
材
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、

木
材
の
安
定
供
給
・
販
売
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

管
内
に
は
低
山
な
が
ら
茨
城
の
百
名
山

に
選
ば
れ
て
い
る
尺
丈
山
が
あ
り
、
山
頂

付
近
か
ら
は
、
八
溝
山
地
、
阿
武
隈
高
地

を
は
じ
め
と
し
て
、
奥
日
光
、
那
須
連
山
、

筑
波
山
な
ど
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
登
山
道
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り

比
較
的
登
り
や
す
く
、
初
心
者
で
も
気
軽

に
登
れ
、
休
日
は
子
供
連
れ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
と
茨
城
県
境
に
は
、
霊
峰
・
鷲

子
山
神
社
が
存
在
し
ま
す
。
塩
那
署
と
は

昔
か
ら
関
係
が
深
い
神
社
で
、
こ
ち
ら
で

は
「
不
苦
労
」
苦
労
知
ら
ず
、
「
福
来
朗
」

福
が
来
る
人
、
「
福
老
」
幸
福
な
老
人
、

な
ど
と
記
し
て
、
幸
運
を
呼
ぶ
鳥
と
し
て
、

ま
た
、
神
様
の
お
使
い
と
し
て
フ
ク
ロ
ウ

が
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
地
上

７
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
フ
ク
ロ
ウ
像
が
あ

り
、
運
気
上
昇
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
全
国
よ
り
多
く
の
方
々
が
来
山
さ
れ

ま
す
。

管
内
に
は
（
株
）
ト
ー
セ
ン
の
那
珂
川

工
場
が
あ
り
、
間
伐
材
の
利
用
を
主
体
と

し
た
生
産
及
び
、
木
材
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・

熱
利
用
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
２
５
０

０
㎾
の
規
模
で
、
５
０
０
０
世
帯
分
の
電

気
を
発
電
し
ま
す
。

こ
の
発
電
所
の
大
き
な
特
徴
は
、
敷
地

内
に
あ
る
製
材
所
と
一
体
と
な
っ
た
木
材

利
用
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
製
材
利
用
で
き
な
い
材
は
発
電

の
燃
料
と
し
て
利
用
し
、
さ
ら
に
そ
の
廃

熱
を
、
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
等
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

製
材
工
場
・
発
電
所
に
よ
り
、
約
10
万

㎥
の
木
材
が
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

雇
用
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
か

が
わ
」
で
は
、
町
民
か
ら
木
材
を
買
い
取

り
、
地
域
通
貨
で
支
払
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
大
型
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
で
購
入
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
地
域
の
商
店
街
で
購

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
活
性
化
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
那
珂
川
町
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
「
林
業
に
よ
る
地
域
創
生
」

の
姿
と
し
て
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。馬

頭
事
務
所
に
配
属
さ
れ
２
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
現
在
管
内
で
は
、
昭
和
20
年

～
30
年
代
に
植
林
さ
れ
た
部
分
林
・
分
収

造
林
が
伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

組
合
員
や
造
林
者
の
方
か
ら
は
「
ま
さ

か
こ
ん
な
時
代
に
な
る
と
は
・
・
・
」
と

さ
み
し
い
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
木
材
資

源
の
利
用
が
促
進
さ
れ
、
山
村
の
林
業
・

林
産
業
が
見
直
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
が

図
ら
れ
、
当
時
と
同
じ
よ
う
に
希
望
を
抱

け
る
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願

い
、
日
々
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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